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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽の排水口を開閉する排水栓と、
　前記浴槽の溢れ面よりも低い位置に配設され、前記排水栓の開閉を遠隔操作する操作部
と、
　前記操作部の動作を前記排水栓に伝達するレリーズワイヤと、
　前記排水口の下部に接続した排水管に接続され前記レリーズワイヤを内蔵する保護チュ
ーブと、
　前記保護チューブの前記排水管とは反対側の端部を、前記浴槽の外側側面を覆うエプロ
ンの背後に設けられた固定部に取り付ける固定部材と、
　を備え、
　前記固定部材は、
　　一端が前記保護チューブに連結されて他端が前記固定部の背面側に配設され、前記一
端から他端にかけて前記レリーズワイヤを挿通させる連通穴が設けられた第一部材と、
　　前記固定部の前面側に配設され、前記第一部材との締結によって前記第一部材を前記
固定部に取り付ける第二部材と、
　　前記第一部材の前記連通穴に装着され、前記レリーズワイヤと前記第一部材との隙間
を埋める止水部材と、
　を有することを特徴とする浴槽の排水栓装置。
【請求項２】
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　前記止水部材は、前記第二部材の内径部に近接するフランジ部を有することを特徴とす
る請求項１記載の浴槽の排水栓装置。
【請求項３】
　前記第二部材は、
　　前記第一部材と反対側の面に設けられた螺合操作用突部と、
　　前記螺合操作用突部の近辺に設けられ、前記螺合操作用突部よりも低い高さを有し、
前記螺合操作用突部とは反対側の面が傾斜した突起部と、
　を有することを特徴とする請求項１または２に記載の浴槽の排水栓装置。
【請求項４】
　前記止水部材は、前記第二部材側から前記第一部材側に差し込まれる筒状体であり、
　前記止水部材の中心部には、前記レリーズワイヤが摺動可能に挿入される挿入孔が設け
られ、
　前記挿入孔の内面のうち、前記止水部材が前記第一部材の前記連通穴に挿入される部位
に、前記レリーズワイヤの外周に当接して止水する止水用突条が形成されたことを特徴と
する請求項１～３のいずれか１つに記載の浴槽の排水栓装置。
【請求項５】
　前記止水部材の軸方向において前記止水用突条と同じ位置となる前記止水部材の外周に
、突条が形成されたことを特徴とする請求項４記載の浴槽の排水栓装置。
【請求項６】
　前記止水部材に対して前記レリーズワイヤが摺動するのを抑制する摺動抑制具をさらに
備え、
　前記摺動抑制具は、前記止水部材又はレリーズワイヤに取り付けられたことを特徴とす
る請求項１～５のいずれか１項に記載の浴槽の排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の態様は、浴槽の排水栓装置に関し、具体的には、浴槽の排水栓を遠隔操作によ
って開閉する浴槽の排水栓装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遠隔操作式排水栓は、操作部から排水栓にレリーズワイヤ（release wire）で力を伝え
るものが主流である。特許文献１では、操作部と排水栓との間にレリーズワイヤが接続さ
れ、このレリーズワイヤが破損しないように、レリーズワイヤの周りを保護チューブで覆
った構造が提案されている。この保護チューブは、排水栓近くの排水管から操作部までに
亘って、レリーズワイヤを覆っている。
【０００３】
　ここで、排水栓の操作部を浴槽の溢れ面（フランジの上面）に設置する場合、保護チュ
ーブを排水管から操作部まで接続する構造で問題はない。一方、操作部を浴槽の溢れ面よ
りも低い位置（例えば、浴槽の外側面や浴室カウンター上）に設置する場合には、保護チ
ューブを操作部に繋げると、浴槽の排水時に排水管から逆流した水が保護チューブを伝わ
り操作部から流出してしまうことがあり、止水処理が必要になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１５６１８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、かかる課題の認識に基づいてなされたものであり、保護チューブの操作部側
の端部から水漏れしない、浴槽の排水栓装置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明は、浴槽の排水口を開閉する排水栓と、前記浴槽の溢れ面よりも低い位置に
配設され、前記排水栓の開閉を遠隔操作する操作部と、前記操作部の動作を前記排水栓に
伝達するレリーズワイヤと、前記排水口の下部に接続した排水管に接続され前記レリーズ
ワイヤを内蔵する保護チューブと、前記保護チューブの前記排水管とは反対側の端部を、
前記浴槽の外側側面を覆うエプロンの背後に設けられた固定部に取り付ける固定部材と、
を備え、前記固定部材は、一端が前記保護チューブに連結されて他端が前記固定部の背面
側に配設され、前記一端から他端にかけて前記レリーズワイヤを挿通させる連通穴が設け
られた第一部材と、前記固定部の前面側に配設され、前記第一部材との締結によって前記
第一部材を前記固定部に取り付ける第二部材と、前記第一部材の前記連通穴に装着され、
前記レリーズワイヤと前記第一部材との隙間を埋める止水部材と、を有することを特徴と
する浴槽の排水栓装置である。
【０００７】
　この浴槽の排水栓装置によれば、保護チューブから逆流する水が操作部から排出される
ことを防止できる。また、第二部材に比べて、固定部よりも排水管に近い側に配設された
第一部材で止水するため、第二部材で止水する場合より、止水箇所を少なくすることがで
き、必要最低限の止水部材で止水処理することができる。
【０００８】
　また、第２の発明は、第１の発明において、前記止水部材は、前記第二部材の内径部に
近接するフランジ部を有することを特徴とする浴槽の排水栓装置である。
【０００９】
　この浴槽の排水栓装置によれば、フランジ部が第二部材の内径部に接触することで止水
部材のぐらつきを防止でき、止水部材の抜けを抑制することができる。
【００１０】
　また、第３の発明は、第１または第２の発明において、前記第二部材は、前記第一部材
と反対側の面に設けられた螺合操作用突部と、前記螺合操作用突部の近辺に設けられ、前
記螺合操作用突部よりも低い高さを有し、前記螺合操作用突部とは反対側の面が傾斜した
突起部と、を有することを特徴とする浴槽の排水栓装置である。
【００１１】
　この浴槽の排水栓装置によれば、螺合操作用突部の近辺に突起部を設けたため、螺合操
作用突部に誤って工具が引っ掛かることがなく、第二部材を確実に作業者の手によって第
一部材に螺合によって締結することができる。
【００１２】
　また、第４の発明は、第１～第３のいずれか１つの発明において、前記止水部材は、前
記第二部材側から前記第一部材側に差し込まれる筒状体であり、前記止水部材の中心部に
は、前記レリーズワイヤが摺動可能に挿入される挿入孔が設けられ、前記挿入孔の内面の
うち、前記止水部材が前記第一部材の前記連通穴に挿入される部位に、前記レリーズワイ
ヤの外周に当接して止水する止水用突条が形成されたことを特徴とする浴槽の排水栓装置
である。
【００１３】
　この浴槽の排水栓装置によれば、挿入孔の内面に設けられた止水用突条によって挿入孔
の内面とレリーズワイヤとの間での止水性能を向上させることができる。また、レリーズ
ワイヤに対して止水部材が摺動しやすく、排水栓装置の組み立てが容易になる。
【００１４】
　また、第５の発明は、第４の発明において、前記止水部材の軸方向において前記止水用
突条と同じ位置となる前記止水部材の外周に、突条を形成したことを特徴とする浴槽の排
水栓装置である。
【００１５】
　この浴槽の排水栓装置によれば、止水部材の外周に設けられた突条によって止水部材と
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第一部材との間での止水性能を向上させることができる。また、第一部材に止水部材を挿
入しやすく、排水栓装置の組み立てが容易になる。
【００１６】
　また、第６の発明は、第１～第５のいずれか１つの発明において、前記止水部材に対し
て前記レリーズワイヤが摺動するのを抑制する摺動抑制具をさらに備え、前記摺動抑制具
は、前記止水部材又はレリーズワイヤに取り付けられたことを特徴とする浴槽の排水栓装
置である。
【００１７】
　この浴槽の排水栓装置によれば、メンテナンスの際などに、レリーズワイヤが止水部材
から引き抜かれることを抑制するので、排水栓側のレリーズワイヤが必要以上に屈曲して
破損するのを防止することができるようになる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の態様によれば、遠隔操作式の排水栓装置であって、保護チューブの操作部側の
端部から水漏れしない浴槽の排水栓装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の形態にかかる浴槽の排水栓装置を例示する模式的断面図である。
【図２】実施の形態に係る排水栓装置を用いた浴槽を例示する模式的斜視図である。
【図３】図２に示すＡ－Ａ線の破断した模式的斜視図である。
【図４】固定部材の取り付け位置を例示する模式的断面図である。
【図５】図５（ａ）及び図５（ｂ）は、固定部材を例示する模式的斜視図である。
【図６】固定部材の一部を拡大した模式的断面図である。
【図７】第二部材の螺合操作用突部を例示する模式的斜視図である。
【図８】第二部材の突起部を例示する模式的斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。なお、各図面中、同様
の構成要素には同一の符号を付して詳細な説明は適宜省略する。　
　図１は、本発明の実施の形態にかかる浴槽の排水栓装置を例示する模式的断面図である
。
　図２は、実施の形態に係る排水栓装置を用いた浴槽を例示する模式的斜視図である。
　図３は、図２に示すＡ－Ａ線の破断した模式的斜視図である。
　図４は、固定部材の取り付け位置を例示する模式的断面図である。
【００２１】
　図１に表したように、実施の形態に係る浴槽の排水栓装置１１０は、排水栓１０と、操
作部２０と、レリーズワイヤ３０と、保護チューブ４０と、固定部材５０と、を備える。
図２に表したように、排水栓１０は、浴槽３００の底面に設けられた排水口３１０を開閉
する栓である。排水栓１０は、操作部２０による遠隔操作によって開閉される。
【００２２】
　操作部２０は、例えばプッシュ式のボタンを有し、このボタンを押すことで排水栓１０
の開閉が行われる。図２に表したように、操作部２０は、浴槽３００の溢れ面（フランジ
の上面）３２０よりも低い位置（下方）に配設される。操作部２０は、例えば浴槽３００
の外側側面を覆うエプロン２３０に取り付けられる。
【００２３】
　レリーズワイヤ３０は、排水栓１０と操作部２０との間に設けられ、操作部２０の動作
を排水栓１０に伝達する。レリーズワイヤ３０は、アウターチューブ３１とインナーワイ
ヤ３２とを含む。インナーワイヤ３２は、アウターチューブ３１内に挿入されている。
【００２４】
　保護チューブ４０の一端は、排水口３１０の下側に設けられた排水管２５０に接続され
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る。保護チューブ４０は、レリーズワイヤ３０を内蔵する。すなわち、レリーズワイヤ３
０は、保護チューブ４０内に挿入される。保護チューブ４０は、レリーズワイヤ３０を内
蔵してレリーズワイヤ３０を保護する役目を果たす。
【００２５】
　保護チューブ４０の排水管２５０とは反対側の端部（他端）は固定部材５０に取り付け
られる。図３及び図４に表したように、固定部材５０は、エプロン２３０の背後（エプロ
ン２３０と浴槽３００との間）に配設された固定部６０に取り付けられる。
【００２６】
　図１に表したように、固定部材５０は、第一部材５１と、第二部材５２と、止水部材５
３と、を有する。第一部材５１は、一端５１ａ及び他端５１ｂを有する。第一部材５１に
は、一端５１ａから他端５１ｂにかけてレリーズワイヤ３０を挿通させる連通穴５１ｈが
設けられる。第一部材５１の一端５１ａは、固定部６０の背面側（浴槽３００側）に配設
される。第一部材５１の他端５１ｂは、保護チューブ４０に連結される。また、第一部材
５１の一端５１ａにはフランジ部５１ｆが設けられる。このフランジ部５１ｆが固定部６
０の背面側に当接する。
【００２７】
　第二部材５２は、固定部６０の前面側（エプロン２３０側）に配設される。第二部材５
２にはフランジ部５２ｆが設けられる。このフランジ部５２ｆが固定部６０の前面側に当
接する。
【００２８】
　図４に表したように、固定部６０には貫通孔６０ｈが設けられる。第二部材５２はエプ
ロン２３０側から貫通孔６０ｈに挿入され、浴槽３００側の第一部材５１と締結固定され
る。これにより、第一部材５１のフランジ部５１ｆと、第二部材５２のフランジ部５２ｆ
との間に固定部６０を挟み込むようにして、第一部材５１及び第二部材５２が固定部６０
に固定される。
【００２９】
　止水部材５３は、第二部材５２側から第一部材５１側に差し込まれる筒状体である。止
水部材５３は、第一部材５１の連通穴５１ｈに装着される。止水部材５３の中心部にはレ
リーズワイヤ３０が摺動可能に挿入される挿入孔５３ｈが設けられる。止水部材５３は、
レリーズワイヤ３０と第一部材５１との隙間を埋めるように設けられる。
【００３０】
　保護チューブ４０の端部が排水管２５０に接続されている構成では、排水管２５０に流
れた水（冷水、お湯などを含む）が保護チューブ４０内を逆流する可能性がある。本実施
形態に係る排水栓装置１１０では、保護チューブ４０が固定部材５０の第一部材５１の一
端５１ａに接続され、第一部材５１の連通穴５１ｈとレリーズワイヤ３０との隙間に止水
部材５３が設けられている。このため、水が逆流した場合であっても止水部材５３によっ
て止水することができ、止水部材５３よりも先に水が伝わらない。このようにして操作部
２０から水が排出されることを防止することができる。
【００３１】
　また、排水栓装置１１０では、第二部材５２に比べて、固定部６０よりも排水管２５０
に近い側に配設された第一部材５１で止水する。したがって、第二部材５２で止水する場
合より、止水箇所を少なくすることができ、必要最低限の部材で止水処理をすることがで
きる。
【００３２】
　ここで、排水栓装置１１０が設けられる浴室ユニット５００の一例について説明する。
　図２に表したように、浴室ユニット５００は、架台１００と、洗い場床パン２００と、
浴槽３００と、排水栓装置１１０と、を備える。　
　架台１００は、洗い場用架台１０１と、浴槽用架台１０２と、を有する。洗い場用架台
１０１は、洗い場床パン２００を支持する。すなわち、洗い場床パン２００は、洗い場用
架台１０１に載置されている。浴槽用架台１０２は、浴槽３００を支持する。すなわち、
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浴槽３００は、浴槽用架台１０２に載置されている。
【００３３】
　洗い場用架台１０１は、下部に設けられた支持脚１１１を有する。一方、浴槽用架台１
０２は、下部に設けられた支持脚１２１を有する。架台１００は、洗い場用架台１０１と
浴槽用架台１０２とが連結された状態で、図示しない浴室等の設置面（例えば、建物の床
）の上に載置されている。
【００３４】
　洗い場床パン２００は、洗い場２０１及び洗い場排水口２１０を有する。洗い場床パン
２００の上（表側）の水は、洗い場排水口２１０を通過し、浴室用排水トラップ（図示せ
ず）へ導かれる。そして、浴室用排水トラップへ導かれた水は、洗い場床パン２００の下
（裏側）に設けられた建築排水管（図示せず）を通過して排出される。つまり、洗い場排
水口２１０は、洗い場２０１の水を排出することができる。
【００３５】
　浴槽３００は、排水口３１０を有する。浴槽３００内の水は、排水口３１０を通過し、
浴室用排水トラップへ導かれる。そして、浴室用排水トラップへ導かれた水は、洗い場床
パン２００の下（裏側）に設けられた建築排水管を通過して排出される。つまり、排水口
３１０は、浴槽３００内の水を排出することができる。
【００３６】
　図２に表したように、洗い場床パン２００と浴槽３００との間には、エプロン２３０が
設置されている。エプロン２３０は、浴槽３００の外側側面を覆う。エプロン２３０は、
洗い場床パン２００と浴槽３００との間に形成される開口を塞ぐように取り付けられる。
【００３７】
　図２及び図３に表したように、排水栓１０は、浴槽３００の排水口３１０を覆うように
開閉自在に設けられる。操作部２０は例えばエプロン２３０の上寄りに設けられている。
エプロン２３０は浴槽３００のフランジの下面と洗い場床パン２００の上面との間に嵌め
込まれている。したがって、エプロン２３０に操作部２０を取り付けた場合、操作部２０
の高さは浴槽３００の溢れ面３２０よりも下になる。
【００３８】
　図３及び図４に表したように、浴槽３００の外側側面とエプロン２３０との間には固定
部６０が配置される。固定部６０は、洗い場床パン２００の浴槽３００側の縁から上方に
設置されたパネル６１に取り付けられている。なお、パネル６１自体を固定部６０として
用いてもよい。
【００３９】
　固定部材５０は、固定部６０に取り付けられる。本実施形態では、固定部材５０が取り
付けられた固定部６０がパネル６１に固定されている。固定部材５０と操作部２０との間
にはレリーズワイヤ３０が設けられている。すなわち、レリーズワイヤ３０は、固定部６
０とエプロン２３０との間に引き回される。
【００４０】
　固定部材５０と排水管２５０との間には保護チューブ４０が設けられている。すなわち
、保護チューブ４０は、固定部６０と浴槽３００の外側側面との間に引き回される。した
がって、排水管２５０から保護チューブ４０に水が逆流したとしても、固定部材５０の止
水部材５３で止水されるため、逆流した水が固定部材５０から操作部２０側へ伝わること
はない。これにより、操作部２０が浴槽３００の溢れ面３２０よりも下に配設されていて
も、操作部２０から水が排出されることを防止することができる。
【００４１】
　次に、排水栓装置１１０の詳細について説明する。
　図５（ａ）及び図５（ｂ）は、固定部材を例示する模式的斜視図である。
　図５（ａ）には固定部材５０、保護チューブ４０及びレリーズワイヤ３０が表されてい
る。図５（ｂ）には止水部材５３及びレリーズワイヤ３０が表されている。
　図６は、固定部材の一部を拡大した模式的断面図である。
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【００４２】
　図５（ａ）に表したように、固定部材５０は、第一部材５１、第二部材５２及び止水部
材５３を有する。第一部材５１は、一端５１ａから他端５１ｂにかけて、第一筒部５１１
、第二筒部５１２及び第三筒部５１３を有する。第一筒部５１１の一端５１ａ側にはフラ
ンジ部５１ｆが設けられている。
【００４３】
　第一筒部５１１の外径は、第二筒部５１２の外径よりも大きく、第二筒部５１２の外径
は、第三筒部５１３の外径よりも大きい。すなわち、第一筒部５１１から第三筒部５１３
にかけて外径が順に小さくなる。
【００４４】
　また、第一筒部５１１の内径は、第二筒部５１２の内径よりも大きく、第二筒部５１２
の内径は、第三筒部５１３の内径よりも大きい。すなわち、第一筒部５１１から第三筒部
５１３にかけて内径も順に小さくなる。
【００４５】
　第一部材５１の第一筒部５１１内には第二部材５２が螺合される。第二部材５２の外周
面には雄ねじが形成され、第一筒部５１１の内周面には雌ねじが形成されている。これに
より、第二部材５２は、第一部材５１の第一筒部５１１に螺合される。
【００４６】
　第一部材５１の第二筒部５１２内には止水部材５３が挿入される。図５（ｂ）に表した
ように、止水部材５３は、第二部材５２側から第一部材５１側に差し込まれる筒状体部５
３０を有する。筒状体部５３０は、胴体部５３１、縮径部５３２及びフランジ部５３３を
有する。縮径部５３２は胴体部５３１の一端側に設けられ、フランジ部５３３は胴体部５
３１の他端側に設けられる。
【００４７】
　止水部材５３の第一部材５１（第二筒部５１２）と接触する外周には突条５３ｔが設け
られている。すなわち、突条５３ｔは、胴体部５３１の縮径部５３２寄りの外周に設けら
れている。止水部材５３を第二筒部５１２内に挿入すると、突条５３ｔが潰れるように止
水部材５３が第二筒部５１２内に嵌め込まれる。この突条５３ｔによって第一部材５１と
止水部材５３との間での止水性能が向上する。
【００４８】
　突条５３ｔは、止水部材５３の外周に複数設けられていてもよい。図５（ｂ）に表した
例では２つの突条５３ｔが設けられている。図６に表したように、突条５３ｔは、止水部
材５３を第二筒部５１２内に挿入した際に、挿入前の高さの約５０％程度の高さになる。
突条５３ｔの高さが高すぎると止水部材５３を第一部材５１に挿入しにくくなる。一方、
突条５３ｔの高さが低すぎると止水部材５３の第一部材５１への挿入は容易になるが、止
水性能の低下を招く。したがって、突条５３ｔの高さは、挿入時に、挿入前の約５０％程
度の高さまで潰れるように設計しておくことが好ましい。
【００４９】
　縮径部５３２は、第一部材５１の第三筒部５１３内に嵌め込まれる。止水部材５３を第
一部材５１に挿入する際には、縮径部５３２と胴体部５３１との段差面が、第二筒部５１
２と第三筒部５１３との段差面に突き当たるまで挿入される。止水部材５３の段差面と第
一部材の段差面との当接部分でも止水効果を得られる。
【００５０】
　フランジ部５３３は、第二部材５２の内径とほぼ等しい外径を有する。止水部材５３の
縮径部５３２を第一部材５１に挿入した際、止水部材５３のフランジ部５３３は、第二部
材５２の内径部に近接する。すなわち、フランジ部５３３は、胴体部５３１と第二部材５
２の内面との隙間を埋めるように配置される。これにより、止水部材５３を第一部材５１
に嵌め込んだ際、止水部材５３の第二部材５２側のぐらつきを防止して、安定させること
ができる。
【００５１】
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　止水部材５３の中心部にはレリーズワイヤ３０を摺動可能に挿入するための挿入孔５３
ｈが設けられている。挿入孔５３ｈの内面には止水用突条５３ｓが設けられている。止水
用突条５３ｓは、挿入孔５３ｈの内面のうち、止水部材５３が第一部材５１の連通穴５１
ｈに挿入されている部位に設けられる。止水用突条５３ｓは、止水部材５３の軸方向にお
いて突条５３ｔと同じ位置に設けられる。すなわち、突条５３ｔは、止水部材５３の軸方
向において止水用突条５３ｓと同じ位置に設けられる。
【００５２】
　レリーズワイヤ３０を挿入孔５３ｈに挿入すると、レリーズワイヤ３０の外周が止水用
突条５３ｓと当接する。この際、止水用突条５３ｓが潰れるようにレリーズワイヤ３０が
挿入孔５３ｈ内に挿入される。この止水用突条５３ｓによって止水部材５３とレリーズワ
イヤ３０との間での止水性能が向上する。図６に表したように、止水用突条５３ｓの高さ
は、突条５３ｔの高さと同様に、レリーズワイヤ３０を挿入した際に、挿入前の約５０％
程度の高さまで潰れるように設計しておくことが好ましい。
【００５３】
　図５（ｂ）に表したように、止水部材５３の縮径部５３２の先端側には溝５３２ｇが設
けられている。この溝５３２ｇには摺動抑制具（例えば、締結バンド５５ａ）が取り付け
られる。止水部材５３の挿入孔５３ｈにレリーズワイヤ３０を挿入した状態で、溝５３２
ｇに締結バンド５５ａを取り付けることにより、止水部材５３に対するレリーズワイヤ３
０の摺動が抑制される。また、レリーズワイヤ３０の止水部材５３寄りに摺動抑制具（例
えば、締結バンド５５ｂ）を取り付けてもよい。
【００５４】
　このような締結バンド５５ａ及び５５ｂが設けられていると、メンテナンスの際などに
、レリーズワイヤ３０が止水部材５３から引き抜かれることがないので、排水栓側のレリ
ーズワイヤ３０が必要以上に屈曲して破損するのを防止することができるようになる。
【００５５】
　図５（ａ）及び図６に表したように、第一部材５１の第三筒部５１３の外側には保護チ
ューブ４０が嵌め込まれる。第三筒部５１３の外側には凸部５１３ｔが設けられる。保護
チューブ４０を第三筒部５１３に挿入すると、この凸部５１３ｔが蛇腹状の保護チューブ
４０の凹部（図示せず）に嵌まることになる。これによって、保護チューブ４０が第一部
材５１に固定される。
【００５６】
　図７は、第二部材の螺合操作用突部を例示する模式的斜視図である。
　図７では、固定部材５０等の一部を破断した模式的斜視図が表されている。図７に表し
たように、第二部材５２には螺合操作用突部５２１が設けられている。螺合操作用突部５
２１は、第二部材５２の第一部材５１とは反対側の面５２ａに設けられている。
【００５７】
　図７に表した例では、２つの螺合操作用突部５２１が面５２ａに設けられている。２つ
の螺合操作用突部５２１は、第二部材５２の中心に互いに対向する位置に配置される。こ
れにより、作業者は、螺合操作用突部５２１を利用して第二部材５２を第一部材５１に手
の力で容易に螺合できるようになる。なお、螺合操作用突部５２１は、２つに限定されず
、３つ以上設けられていてもよい。
【００５８】
　また、図７に表したように、第二部材５２のフランジ部５２ｆには、固定具５２５が設
けられている。固定具５２５はフランジ部５２ｆに例えばボルト５２５ｂによって固定さ
れている。固定具５２５は、フランジ部５２ｆから第二部材５２の中心方向に延在してい
る。固定具５２５の延在部分によって止水部材５３が第二部材５２側へ抜け出ることを防
止することができる。なお、固定具５２５は、少なくとも１箇所、好ましくは互いに対向
する２箇所に設けられる。
【００５９】
　図８は、第二部材の突起部を例示する模式的斜視図である。
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　図８に表したように、第二部材５２の第一部材５１とは反対側の面５２ａには突起部５
２３が設けられている。突起部５２３は、螺合操作用突部５２１の近辺に設けられる。図
８に表した例では、１つの螺合操作用突部５２１を中心に一方側及び他方側のそれぞれに
突起部５２３が設けられている。
【００６０】
　突起部５２３の高さ（面５２ａからの高さ）は、螺合操作用突部５２１の高さよりも低
い。また、突起部５２３の螺合操作用突部５２１とは反対側の面５２３ａは、面５２ａに
対して傾斜している。面５２３ａの傾斜角度は、角度が寝ている方が好ましく、例えば約
４５度もしくはそれ以下である。
【００６１】
　このような突起部５２３が設けられていることで、第二部材５２を第一部材５１に螺合
によって締結する際、螺合操作用突部５２１に誤って工具ＴＬが引っ掛かることを防止す
ることができる。すなわち、突起部５２３が設けられていることで、工具ＴＬを螺合操作
用突部５２１に引っ掛けようとしても突起部５２３の面５２３ａの傾斜によって引っ掛か
らず、工具ＴＬを用いた第二部材５２の締め付けを行うことができない。
【００６２】
　一方、螺合操作用突部５２１の高さは突起部５２３の高さよりも高いため、作業者は螺
合操作用突部５２１を容易に摘まむことができる。したがって、作業者は、工具ＴＬでは
なく手によって螺合操作用突部５２１を摘まみ、手による力で第二部材５２を第一部材５
１に螺合で締結することになる。
【００６３】
　以上説明したように、本実施形態によれば、レリーズワイヤ３０を保護する保護チュー
ブ４０が排水管２５０に接続されていても、排水管２５０から保護チューブ４０に逆流し
た水を固定部材５０の止水部材５３によって止水することができ、浴槽３００の溢れ面３
２０よりも下に配置した操作部２０から水が排出されることを防止することができる。
【００６４】
　以上、本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明はこれらの記述に限定さ
れるものではない。前述の実施の形態に関して、当業者が適宜設計変更を加えたものも、
本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。例えば、排水栓装置１１０
が備える各要素の形状、寸法、材質、配置などや排水栓１０や操作部２０等の設置形態な
どは、例示したものに限定されるわけではなく適宜変更することができる。
【符号の説明】
【００６５】
　１０…排水栓、２０…操作部、３０…レリーズワイヤ、３１…アウターチューブ、３２
…インナーワイヤ、４０…保護チューブ、５０…固定部材、５１…第一部材、５１ｆ…フ
ランジ部、５１ｈ…連通穴、５２…第二部材、５２ｆ…フランジ部、５３…止水部材、５
３ｈ…挿入孔、５３ｓ…止水用突条、５３ｔ…突条、５５ａ，５５ｂ…締結バンド、１１
０…排水栓装置、６０…固定部、６０ｈ…貫通孔、６１…パネル、２３０…エプロン、２
５０…排水管、３００…浴槽、３１０…排水口、５００…浴室ユニット、５１１…第一筒
部、５１２…第二筒部、５１３…第三筒部、５１３ｔ…凸部、５２１…螺合操作用突部、
５２３…突起部、５２５…固定具、５３１…胴体部、５３２…縮径部、５３３…フランジ
部
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